








はじめに 

 昭和 56 年以来,Janine Levy 著,Baby Exercise Book をもとに,赤ちゃん体操を展開して

来た。 

  この本には,0 か月から 15か月までを四期にわけて,51 種の運動が推奨されているが,実

際上,母親が家庭で行なう場合や保健所で保健婦が健診の場での指導の際に行なうには不

適当で困難なものも含んでいるため,乳児の発達に特に必要と思われる運動を抽出し能率

化を図った。 

 さらにこの赤ちゃん体操を感覚運動という面から考え直し,この運動本来の持つ,筋,腱

からの固有受容器や,前庭迷路刺激のほかに,手掌,足底,体全体への触覚刺激視覚刺激,聴

覚刺激をさらに強化して運動発達の充実を図るとともに,運動の自律的な発現を強めるた

め,「おもちゃ」の参加を考えた。 

 以下,私達が選択した運動の実際と,感覚,おもちゃの与え方について述べる。 


